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年
頭
ご
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
当
会
の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
内
外
と
も
に
大
き
な
ニュ
ー
ス
が
続
い
た
年
で
あ
り
国
内
で
は
九
月
に
福
田

首
相
の
突
然
の
辞
任
に
よ
り
麻
生
内
閣
が
誕
生
し
た
こ
と
。
海
外
で
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
問
題
が
深
刻
化
し
、
原
油
価
格
が
乱
高
下
し
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
と
呼
ば
れ
る
金
融
危
機
の
発
生
は
、証
券
会
社
リ
ー
マ
ン・ブ
ラ
ザ
ー

ズ
の
破
綻
か
ら
で
す
が
、
我
々
に
大
き
な
教
訓
を
与
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

不
動
産
価
格
（
担
保
価
値
）
に
過
大
の
依
存
を
す
れ
ば
いつ
か
は
ロ
ー
ン
破
産
者
が

激
増
す
る
こ
と
は
、
専
門
家
の
間
で
は
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

声
に
耳
を
傾
け
ず
市
場
に
は
強
欲
さ
だ
け
が
あ
り
、
恐
れ
は
皆
無
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
出
来
事
は
、
「
ひ
と
は
、
いつ
の
時
代
に
も
慢
心
す
る
こ
と

な
く
謙
虚
に
生
き
る
こ
と
」
を
改
め
て
教
え
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
複
雑
に
入
り

組
ん
だ
時
代
こ
そ
、
人
の
話
し
な
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
よ
く
聞
く
謙
虚
さ
が
あ
れ
ば
世
界

の
金
融
市
場
が
恐
れ
一
色
に
染
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

印
刷
業
界
は
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
要
請
と
内
需
縮
小
に
よ
り
利
潤
の
確
保
も
難
し
く
、

苦
境
の
時
代
が
続
いて
お
り
ま
す
。
印
刷
物
の
需
要
に
か
か
わ
ら
ず
、
確
か
に
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
り
生
産
能
力
は
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
が
、
そ
の
能
力
を
維
持
す
る
た
め
に
さ
ら
な
る

受
注
確
保
が
必
要
と
な
り
安
値
競
争
が
続
い
て
お
り
こ
れ
か
ら
も
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
供
給
力
過
剰
に
よ
る
安
値
競
争
か
ら
の
脱
却
を
図
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る

年
に
し
た
い
も
の
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、幅
広
い
知
識
と
勉
強
が
必
要
で
す
。従
来
の
法
務
、

税
務
、
労
務
以
外
に「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」や
実
践
に
役
立
つ「
金
融
」の
知
識
や
情
報
も

必
要
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
時
間
の
掛
か
る
こ
と
で
す
し
知
恵
も
絞
ら
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
知
識
を
得
る
に
は
、
人
の
話
し
な
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
謙
虚
に

聞
く
姿
勢
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　

当
会
と
し
ま
し
て
も
脱
却
を
図
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
コ
ラ
ボ
ク
ラ
ブ
等
の
充
実
を

図
って
ま
い
り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
当
会
発
展
の
た
め
よ
り
一
層
の

ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
一
年
一
月

大
阪
福
島
印
刷
工
業
会

会
長　

松　

本　

直　

樹
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大
阪
福
島
印
刷
工
業
会
の
平
成
20
年
新
年
互
礼

会
は
、
１
月
18
日
太
閤
園
に
50
名
の
正
会
員
、
賛

助
会
員
、
来
賓
が
集
い
開
催
さ
れ
た
。

定
刻
６
時
に
開
会
し
初
め
に
徳
田
会
長
が
「
年

明
け
早
々
、
原
油
価
格
が
100
ド
ル
を
突
破
し
、
株

安
な
ど
波
乱
の
多
い
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
不
調
に
よ

り
日
本
の
景
気
も
減
速
感
が
出
て
き
ま
し
た
。
印

刷
業
界
で
は
用
紙
価
格
の
値
上
げ
を
転
嫁
す
る
ど

こ
ろ
か
値
下
げ
競
争
が
一
段
と
激
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
2008
年
計
画
の
最
終
年
で
す
が
、
業

態
変
革
の
冊
子
を
読
み
直
し
理
解
を
深
め
実
行
に

移
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

次
に
南
理
事
長
か
ら
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
、
続

い
て
来
賓
の
大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
副
理
事
長
網

野
博
様
に
ご
挨
拶
い
た
だ
い
た
。

網
野
氏
は
、
支
部
の
協
力
に
感
謝
を
述
べ
ら
れ

「
年
明
け
か
ら
用
紙
価
格
の
値
上
げ
や
、
再
生
紙

問
題
が
新
聞
な
ど
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
製
紙

メ
ー
カ
ー
だ
け
で
の
問
題
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
組
合
も
大
き
な
問
題
を

抱
え
な
が
ら
進
ん
で
い
き
ま
す
の
で
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
た
。
今
回
は
新
入

会
員
の
紹
介
は
な
く
乾
杯
と
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、

お
酒
の
入
る
前
に
桂
文
喬
師
匠
に
よ
る
落
語
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
た
。

桂
文
喬
師
匠
は
大
阪
府
立
大
学
卒
で
教
員
免
許

も
持
つ
イ
ン
テ
リ
落
語
家
で
環
境
問
題
な
ど
年
200

回
以
上
の
講
演
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
は
天

満
天
神
繁
盛
亭
で
ト
リ
を
務
め
た
後
に
駆
け
つ
け

て
い
た
だ
き
師
匠
の
卓
越
し
た
話
芸
で
会
場
は
笑

い
の
渦
に
包
ま
れ
た
。

板
倉
前
会
長
の
乾
杯
で
懇
親
会
に
移
り
、
歓
談

を
は
さ
ん
で
経
営
教
育
委
員
会
に
よ
る
恒
例
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
が
始
ま
っ
た
。
賞
品
の
高
級
牛
肉
を
射

止
め
た
会
員
さ
ん
か
ら
は
後
日
「
大
変
美
味
し

か
っ
た
」
と
お
礼
を
頂
戴
し
た
と
か
。
当
た
っ
た

景
品
を
手
に
す
る
会
員
も
春
一
番
の
小
さ
な
幸
福

で
包
ま
れ
た
。

桝
田
副
会
長
が
中
締
め
の
挨
拶
を
行
い
大
阪
締

め
の
手
打
ち
で
９
時
前
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

平
成
20
年
度
定
時
総
会
は

４
月
26
日
（
土
）、
午
後
３

時
30
分
よ
り
阪
急
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い

て
正
会
員
37
名
、
本
部
よ
り

阪
上
課
長
の
ご
出
席
を
頂
き

合
計
38
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
た
。

中
川
総
務
委
員
長
の
司
会

に
よ
り
開
会
が
告
げ
ら
れ
、

初
め
に
徳
田
会
長
の
ご
挨
拶

が
あ
り
徳
田
会
長
は
、「
役

員
を
始
め
会
員
の
皆
様
の
協

力
を
得
て
充
実
し
た
事
業
が

無
事
実
施
さ
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
、
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

総
会
で
は
役
員
改
選
な

ど
重
要
な
議
案
が
上
程

さ
れ
ま
す
の
で
慎
重
な

審
議
を
行
っ
て
頂
き
ま

す
様
お
願
い
し
ま
す
」

と
挨
拶
さ
れ
た
。

平
成
19
年
度
の
事
業

報
告
が
桝
田
副
会
長
よ

り
報
告
さ
れ
た
あ
と
、

議
長
に
徳
田
会
長
が
選

出
さ
れ
議
案
審
議
に

入
っ
た
。

第
１
号
議
案
、
平
成

19
年
度
決
算
案
承
認
の

件
（
会
計
部
長
・
松
本

直
樹
氏
）、
会
計
監
査

報
告
（
会
計
監
査
・
大

塚
一
朗
氏
）。
第
２
号

議
案
、
平
成
20
年
度
事

業
計
画
案
承
認
の
件

（
副
会
長
・
髙
木
茂
男

氏
）。
第
３
号
議
案
平
成
20
年
度
予
算
案
承
認
の

件
（
会
計
部
長
・
松
本
直
樹
氏
）
が
審
議
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案
役
員
改
選
で
は
、
松
本
直
樹
氏
を

満
場
一
致
で
新
会
長
に
選
出
し
た
。

選
出
さ
れ
た
松
本
新
会
長
は
「
組
合
員
の
親
睦

を
よ
り
一
層
深
め
、
企
業
の
生
き
残
り
を
か
け
た

業
態
変
革
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
組
織
強
化

の
た
め
会
員
増
強
を
推
進
し
よ
う
」
と
決
意
を
表

明
さ
れ
た
。

新
会
長
か
ら
平
成
20
年
度
役
員
、
専
門
委
員
会

委
員
長
、
委
員
に
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
、
徳
田
前

会
長
に
は
永
年
の
功
績
に
対
し
記
念
品
の
贈
呈
が

行
わ
れ
た
。
徳
田
氏
は
謝
辞
と
と
も
に
、
任
期
中

支
部
活
動
に
協
力
を
い
た
だ
い
た
事
へ
の
感
謝
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
緑
青
会
活
動
報
告
（
会
長
・
桑
原
和
彦

氏
）が
行
わ
れ
定
時
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

第
２
部
は
、
場
所
を
宴
会
場
に
移
し
懇
親
会
に

入
っ
た
。

松
本
新
会
長
の
挨
拶
の
後
、
板
倉
元
会
長
の
乾

杯
発
声
で
懇
親
会
は
始
ま
っ
た
。

　

季
節
の
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
適
当
な
ア
ル
コ
ー

ル
も
入
り
和
気
藹
々
に
進
み
、
定
刻
午
後
８
時
半

と
な
り
桝
田
副
会
長
の
中
締
で
散
会
し
た
。

新年互礼会・定時総会 平成20年度のあゆみ　支部

平
成
20
年
１
月
18
日
（金）

太
閤
園
フ
ォ
レ
ス
ト
ル
ー
ム

20年度

平成20年4月26日（土）
於／阪急インターナショナルホテル

202020202020202020202 年度年度年度年度年度年度年度年度年度年度年度年度年度平成20年度

緑青会活動報告される
桑原緑青会会長

乾杯の音頭は板倉前会長

インテリ落語家・桂文喬師匠

事業計画案を説明される
髙木副会長

会計監査報告される
大塚会計監査

会計報告される
松本会計部長

事業報告される
桝田副会長

挨拶される
徳田会長
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平成20年度のあゆみ　支部 定期健康診断・労務セミナー

定
期
健
康
診
断

と

特
殊
検
診

　
　

参
加
企
業　
　
　
　
　
　

６
社

　
　

参
加
人
員　

定
期
検
診　

56
名

　
　
　
　
　
　
　

特
殊
検
診　

９
名

　
　
　
　
　
　
　

受
診
場
所　

３
社

本
年
度
の
定
期
健
康
診
断
と
有
機
溶

剤
の
法
定
特
殊
検
診
を
福
慈
会
ク
リ

ニ
ッ
ク
様
の
ご
協
力
に
よ
り
７
月
22
日

㈫
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
は
受
診
場
所
と
し
て
新
た
に
谷

口
印
刷
紙
業
株
式
会
社
様
に
提
供
し
て

頂
き
、
参
加
企
業
も
２
社
、
12
名
の
方

が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
従
業
員
の
定
期

健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
医
療
制
度
改

革
に
よ
り
組
合
健
保
に
お
い
て
は
特
定

検
診
・
特
定
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目

し
た
検
診
と
保
健
指
導
が
取
り
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。
又
、40
歳
か
ら
74
歳
の
方
は
、

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
備
群
を

25
％
減
ら
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
検
診

結
果
に
応
じ
て
動
議
付
け
支
援
、
積
極

的
支
援
の
２
レ
ベ
ル
を
設
定
し
て
保
険

指
導
を
行
う
な
ど
、
生
活
習
慣
病
改
善

指
導
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
に
お
い
て
も
従
業
員
の
健
康
管

理
は
企
業
の
利
益
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
り
毎
年
必
ず
定
期
健
康
診
断
を
受
け

従
業
員
の
健
康
状
態
を
把
握
し
健
康

維
持
の
た
め
の
適
切
な
指
導
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

本
年
の
労
務
セ
ミ
ナ
ー
は
「
最
近
の

労
務
事
情
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
大

阪
府
印
刷
工
業
組
合
顧
問
を
務
め
て
お

ら
れ
ま
す
社
会
保
険
労
務
士
の
中
尾
文

彦
先
生
を
お
招
き
し
ま
し
て
開
催
致
し

ま
し
た
。
今
回
は
参
加
者
が
27
名
、
そ

の
う
ち
４
名
が
賛
助
会
員
様
と
多
数
参

加
頂
き
、
労
務
問
題
の
深
刻
さ
が
伺
え

ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
、
岡
本
労
務
・

環
境
委
員
会
委
員
長
よ
り
講
師
の
ご
紹

介
を
頂
き
、
松
本
会
長
か
ら
開
会
の
挨

拶
の
後
、
中
尾
講
師
よ
り
最
近
最
も

ホ
ッ
ト
な
労
務
問
題
で
あ
る
「
名
ば
か

り
管
理
職
」
に
つ
い
て
日
本
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
事
件
を
中
心
に
最
近
の
経
営
者
と

労
働
者
の
人
生
観
の
隔
た
り
、
管
理
監

督
者
の
職
務
内
容
と
待
遇
な
ど
を
考
え

な
が
ら
中
小
企
業
が
抱
え
る
労
務
課
題

に
つ
い
て
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
社
員
の
過
労
死
事

件
を
題
材
に
本
来
業
務
で
は
な
い
「
カ

イ
ゼ
ン
」
活
動
の
サ
ー
ビ
ス
残
業
問
題

に
つ
い
て
、
自
己
啓
発
活
動
か
、
業
務

活
動
か
、
の
最
近
の
産
業
界
の
動
き
に

つ
い
て
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。
最
後

に
、
㈱
榮
文
堂
印
刷
所
様
よ
り
労
働
保

険
料
に
つ
い
て
又
、
中
外
産
業
㈱
様
よ

り
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
確
保
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
ま
し
た
。
印
刷
業
界
は
、
原
油
価
格

高
騰
の
影
響
で
原
材
料
等
の
度
重
な
る

値
上
げ
の
中
、
売
価
に
十
分
な
価
格
転

嫁
が
進
ま
ず
企
業
経
営
は
益
々
厳
し
く

な
る
ば
か
り
で
、
人
の
管
理
面
に
お
い

て
も
、
問
題
山
積
み
の
な
か
今
後
の
企

業
経
営
に
大
変
参
考
に
な
る
有
意
義
な

セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
労
務
・
環
境
委
員
会
）

講師の中尾文彦先生

と　

き  

平
成
20
年
7
月
3
日
（木）

と
こ
ろ  

野
田
阪
神
ウ
ィ
ス
テ
４
Ｆ

参
加
者  

27
名

大阪福島印刷工業会 『ＩＴ事業』
ＩＴ担当 副会長　谷 口 晴 彦

ＩＴ事業は 2006 年に活動を開始し本年で４年目を迎えま
す委員の皆さんのご協力によりホームページの内容も支部
活動をリアルタイムにお知らせできるようになってきまし
た。役員改選や事業予定の決まる 5 月には、福田委員 ( ㈱
サンコープロセス ) を中心に、中川総務委員長 ( ㈱中川印
刷所 ) と連絡を取りながら大量の情報を処理してもらって
います。小林委員 ( 日本印刷出版㈱ ) にはドメイン契約の
管理をお願いしています。 役員や各専門委員会の皆様には
行事報告を寄稿していただいています。このように皆様に
支えられてホームページは運営されています。ホームペー
ジ上で特筆すべき事は、多くの人から支部機関紙「ピーマ
ン５」がいつも見ることが出来ると好評を頂いていること
です。大阪府下でも福島支部の活動は活発な事で知られて
います。花房会計 ( 東和印刷㈱ ) が年末年始をかけてデザ
イン、印刷されるピーマン５は支部の活動を網羅し、支部
会員の思いがこめられています。是非ご高覧下さい。スピー
ドとリアルタイムをモットーに今後も皆様と共にホーム
ページをより充実したものにしたいと考えいます。
皆様の一層のご協力、ご支援ををお願いします。
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第
5
回
懇
親
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
が

新
阪
急
ビ
ル
屋
上
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

野
宴
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
回
台
風
に
悩
ま
さ
れ
た
の
で
7

月
25
日
㈮
天
神
祭
り
の
日
に
設
定

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
ご
来

賓
、
正
会
員
と
ご
家
族
・
従
業
員
、

賛
助
会
員
、
協
賛
会
社　

総
勢

4
7
0
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
第
5
回
と
な
り
、
イ

ベ
ン
ト
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
髙
木
委
員
長
・
谷
口
副
委
員
長
・

荒
川
副
委
員
長
・
中
川
副
委
員
長

を
中
心
と
し
た
特
別
委
員
会
を
設

け
準
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

6
時
30
分
に
荒
川
副
委
員
長
の

司
会
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
松
本
会

長
、
来
賓
の
大
印
工
組
副
理
事
長

吉
賀
様
、
髙
木
委
員
長
の
挨
拶
に

続
き
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
始
ま
り
で
す
。

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
先
生
に

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
へ
の
出
演
を
依
頼

す
る
と
「
生
徒
さ
ん
の
発
表
の
場

に
な
る
」
と
快
諾
し
て
い
た
だ
き

当
日
も
早
く
か
ら
会
場
入
り
し
一

生
懸
命
踊
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
一
緒
に

踊
っ
て
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
い
た
福
印
工
の
三
役
の
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

協
賛
会
社
の
紹
介
に
続
い
て
ス

テ
ー
ジ
に
登
場
し
た
K
I
K
I
は

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
奏

者
と
二
人
で
雰
囲
気
の
あ
る
ラ
イ

ブ
を
見
せ
て
く
れ
、
時
折
見
え
る

天
神
祭
り
の
花
火
と
共
に
2
つ
の

新
し
い
イ
ベ
ン
ト
は
楽
し
い
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
恒
例
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、

午
後
9
時
無
事
に
終
了
出
来
ま
し
た
。

　

福
印
工
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト

で
あ
り
な
が
ら
低
予
算
で
、
協
賛

会
社
様
、
役
員
、
設
営
ス
タ
ッ
フ
、

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
な
く
し
て

は
実
現
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

の
協
力
と
努
力
、楽
し
い
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
に
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
１

つ
に
な
る
か
ら
こ
そ
あ
の
時
の

ビ
ー
ル
は
格
別
お
い
し
い
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
運
営
副
委
員
長　

中
川
）

懇親

平成20年7月25日（金）
新阪急ビル屋上ビアガーデン野宴

懇親

平成20年7月25日（金）
新阪急ビル屋上ビアガーデン野宴

挨拶される松本会長

KIKIのライブステージ

役員も場を盛り上げるために奮闘のフラダンス？・・・・に挑戦

ビアパーティ特別委員会のメンバー

ほろ酔い気分の参加者

沢山の参加者で会場は熱気にあふれる。

お子さんも大いに楽しんだ

挨拶される
髙木運営委員長

来賓で挨拶される
大印工組の吉賀副理事長

今回もおおいに盛り上がるビアパーティの会場

色
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
で

お
お
い
に
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ALOHA HULA O KA LANI の息のあったフラダンスショー

平成20年度のあゆみ　支部 ビアパーティ ビアパーティ 平成20年度のあゆみ　支部
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10
月
18
日　

午
前
８
時　
定
刻
通
り

福
島
郵
便
局
前
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

本
年
９
月
１
日
よ
り
、
道
交
法
の

改
正
に
よ
り
観
光
バ
ス
も
全
席

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が
義
務
付
け

さ
れ
た
為
、
髙
木
副
会
長
の
あ
い
さ

つ
も
着
席
の
ま
ま
行
わ
れ
ま
し
た
。

観
光
バ
ス
で
の
慣
れ
な
い
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
に
若
干
の
窮
屈
さ
を

感
じ
な
が
ら
、
バ
ス
は
阪
神
高
速
か

ら
名
神
高
速
、
東
海
北
陸
自
動
車
道

を
利
用
し
、
白
鳥
IC
ま
で
ほ
ぼ
ス

ム
ー
ズ
に
走
れ
ま
し
た
。
白
鳥
に
て

昼
食
を
と
り
、
白
川
郷
を
経
て
、
最

初
の
目
的
地
で
あ
る
世
界
遺
産
「
五

箇
山
・
相
倉
合
掌
造
り
集
落
」
に
到

着
、
約
１
時
間
散
策
を
し
ま
し
た
。

資
料
館
で
合
掌
造
り
の
家
屋
を
見

学
し
た
り
、
昔
の
生
活
に
触
れ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

日
頃
、
仕
事
に
追
わ
れ
、
納
期
に

追
わ
れ
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る

我
々
に
と
っ
て
は
、
ま
る
で
時
間
の

流
れ
が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
に
身
を
置

き
、
と
て
も
心
地
良
い
時
間
を
過
ご

せ
ま
し
た
。

　

午
後
５
時
半
頃
、
宿
泊
地
の
宇
奈

月
温
泉
「
延
対
寺
荘
」
に
到
着
、
露

天
風
呂
が
男
女
入
れ
替
え
制
で
、
男

性
は
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
し
か
露
天

風
呂
を
利
用
で
き
な
い
の
で
取
り

敢
え
ず
入
浴
し
、
６
時
45
分
よ
り
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
松
本
会
長
の
挨
拶

の
後
、
徳
田
前
会
長
の
発
声
で
乾

杯
。
し
ば
し
の
歓
談
の
後
、
厚
生
委

員
主
催
の
恒
例
大
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
盛
り
上
が
り
、
谷
口
副
会
長
の
中

締
め
で
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
19
日
は
朝
８
時
半
に
宿
を
出

発
し
、
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト

を
通
り
、
美
女
平
、
落
差
が
日
本
一

の
称
名
滝
を
車
窓
よ
り
眺
め
な
が

ら
、
室
堂
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到
着
し

ま
し
た
。
記
念
撮
影
を
終
え
、
ホ
テ

ル
立
山
に
て
昼
食
の
後
、
各
々
み
く

り
が
池
、
地
獄
谷
周
辺
を
散
策
し
ま

し
た
。
標
高
2
、
4
5
0
ｍ
と
あ
っ

て
、
少
し
歩
く
と
息
切
れ
し
空
気
の

薄
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
に
引
き
続
き
二
日
目
も

好
天
に
恵
ま
れ
、
気
温
６
℃
な
が
ら

日
向
で
は
肌
寒
さ
を
感
じ
る
こ
と

も
な
く
、
雲
一
つ
な
い
青
空
と
雄
大

な
雄
山
の
素
晴
ら
し
い
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
は
、
ま
さ
に
絶
景
と
言
え
る
も

の
で
、
都
会
生
活

で
は
決
し
て
味
わ

う
こ
と
の
で
き
な

い
貴
重
な
体
験
が

で
き
ま
し
た
。

　

午
後
1
時
半
、

室
堂
を
後
に
再
び

黒
部
立
山
ア
ル
ペ

ン
ル
ー
ト
に
て
下

山
、土
産
も
買
い
、

北
陸
自
動
車
道
か

ら
名
神
高
速
を
通

り
バ
ス
は
大
き
な

渋
滞
も
な
く
順
調

に
走
り
、
午
後
８

時
頃
無
事
に
帰

阪
し
ま
し
た
。

（
厚
生
委
員
会
）

秋
季
懇
親
旅
行

平
成
20
年
10
月
18
日
〜
19
日

参
加
者
：
35
名

色とりどりの紅葉 みくりが池 世界遺産 相倉合掌造り集落の入口 昼食に舌鼓

相倉合掌造り集落

室堂での記念撮影

この快晴に立山玉殿の湧水に喉の渇きをいやす人々

美女平の遊歩道を散策 司会者の進行で自己紹介延対寺荘での宴会

さりげなく置かれた
高山植物を説明するプレート

美女平から見る立山黒部の山並み

1日目

2日目

福島区 ‖ ‖ ‖ ‖一宮JCT ‖ ‖ ‖ ‖白鳥（昼食） ‖ ‖ ‖白川郷
世界遺産「五箇山合掌造り集落」 ‖ ‖黒部IC ‖ ‖宇奈月温泉

2日目
延対寺荘 ‖ ‖立山アルペンルート ‖ ‖美女平 ‖ ‖室堂（昼食）
みくりが池 ‖ ‖立山アルペンルート ‖富山 ‖金沢 ‖ ‖福島区

1日目
福島区 ‖ ‖ ‖ ‖一宮JCT ‖ ‖ ‖ ‖白鳥（昼食） ‖ ‖ ‖白川郷
世界遺産「五箇山合掌造り集落」 ‖ ‖黒部IC ‖ ‖宇奈月温泉

2日目
延対寺荘 ‖ ‖立山アルペンルート ‖ ‖美女平 ‖ ‖室堂（昼食）
みくりが池 ‖ ‖立山アルペンルート ‖富山 ‖金沢 ‖ ‖福島区

代表取締役　松本 直樹

立山アルペンルート・
白
川
郷
・
宇
奈
月
温
泉

平成20年度のあゆみ　支部 秋季懇親旅行 秋季懇親旅行 平成20年度のあゆみ　支部

立山アルペンルート・
白
川
郷
・
宇
奈
月
温
泉
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10
月
18
日　

午
前
８
時　
定
刻
通
り

福
島
郵
便
局
前
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

本
年
９
月
１
日
よ
り
、
道
交
法
の

改
正
に
よ
り
観
光
バ
ス
も
全
席

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が
義
務
付
け

さ
れ
た
為
、
髙
木
副
会
長
の
あ
い
さ

つ
も
着
席
の
ま
ま
行
わ
れ
ま
し
た
。

観
光
バ
ス
で
の
慣
れ
な
い
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
に
若
干
の
窮
屈
さ
を

感
じ
な
が
ら
、
バ
ス
は
阪
神
高
速
か

ら
名
神
高
速
、
東
海
北
陸
自
動
車
道

を
利
用
し
、
白
鳥
IC
ま
で
ほ
ぼ
ス

ム
ー
ズ
に
走
れ
ま
し
た
。
白
鳥
に
て

昼
食
を
と
り
、
白
川
郷
を
経
て
、
最

初
の
目
的
地
で
あ
る
世
界
遺
産
「
五

箇
山
・
相
倉
合
掌
造
り
集
落
」
に
到

着
、
約
１
時
間
散
策
を
し
ま
し
た
。

資
料
館
で
合
掌
造
り
の
家
屋
を
見

学
し
た
り
、
昔
の
生
活
に
触
れ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

日
頃
、
仕
事
に
追
わ
れ
、
納
期
に

追
わ
れ
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る

我
々
に
と
っ
て
は
、
ま
る
で
時
間
の

流
れ
が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
に
身
を
置

き
、
と
て
も
心
地
良
い
時
間
を
過
ご

せ
ま
し
た
。

　

午
後
５
時
半
頃
、
宿
泊
地
の
宇
奈

月
温
泉
「
延
対
寺
荘
」
に
到
着
、
露

天
風
呂
が
男
女
入
れ
替
え
制
で
、
男

性
は
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
し
か
露
天

風
呂
を
利
用
で
き
な
い
の
で
取
り

敢
え
ず
入
浴
し
、
６
時
45
分
よ
り
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
松
本
会
長
の
挨
拶

の
後
、
徳
田
前
会
長
の
発
声
で
乾

杯
。
し
ば
し
の
歓
談
の
後
、
厚
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委
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主
催
の
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例
大
ビ
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ゴ
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ー
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で
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上
が
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、
谷
口
副
会
長
の
中

締
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で
散
会
と
な
り
ま
し
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。

　

翌
19
日
は
朝
８
時
半
に
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を
出

発
し
、
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト

を
通
り
、
美
女
平
、
落
差
が
日
本
一

の
称
名
滝
を
車
窓
よ
り
眺
め
な
が

ら
、
室
堂
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到
着
し

ま
し
た
。
記
念
撮
影
を
終
え
、
ホ
テ

ル
立
山
に
て
昼
食
の
後
、
各
々
み
く

り
が
池
、
地
獄
谷
周
辺
を
散
策
し
ま

し
た
。
標
高
2
、
4
5
0
ｍ
と
あ
っ

て
、
少
し
歩
く
と
息
切
れ
し
空
気
の

薄
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
に
引
き
続
き
二
日
目
も

好
天
に
恵
ま
れ
、
気
温
６
℃
な
が
ら

日
向
で
は
肌
寒
さ
を
感
じ
る
こ
と

も
な
く
、
雲
一
つ
な
い
青
空
と
雄
大

な
雄
山
の
素
晴
ら
し
い
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
は
、
ま
さ
に
絶
景
と
言
え
る
も

の
で
、
都
会
生
活

で
は
決
し
て
味
わ

う
こ
と
の
で
き
な

い
貴
重
な
体
験
が

で
き
ま
し
た
。

　

午
後
1
時
半
、

室
堂
を
後
に
再
び

黒
部
立
山
ア
ル
ペ

ン
ル
ー
ト
に
て
下

山
、土
産
も
買
い
、

北
陸
自
動
車
道
か

ら
名
神
高
速
を
通

り
バ
ス
は
大
き
な

渋
滞
も
な
く
順
調

に
走
り
、
午
後
８

時
頃
無
事
に
帰

阪
し
ま
し
た
。

（
厚
生
委
員
会
）

秋
季
懇
親
旅
行

平
成
20
年
10
月
18
日
〜
19
日

参
加
者
：
35
名

色とりどりの紅葉 みくりが池 世界遺産 相倉合掌造り集落の入口 昼食に舌鼓

相倉合掌造り集落

室堂での記念撮影

この快晴に立山玉殿の湧水に喉の渇きをいやす人々

美女平の遊歩道を散策 司会者の進行で自己紹介延対寺荘での宴会

さりげなく置かれた
高山植物を説明するプレート

美女平から見る立山黒部の山並み

1日目

2日目

福島区 ‖ ‖ ‖ ‖一宮JCT ‖ ‖ ‖ ‖白鳥（昼食） ‖ ‖ ‖白川郷
世界遺産「五箇山合掌造り集落」 ‖ ‖黒部IC ‖ ‖宇奈月温泉

2日目
延対寺荘 ‖ ‖立山アルペンルート ‖ ‖美女平 ‖ ‖室堂（昼食）
みくりが池 ‖ ‖立山アルペンルート ‖富山 ‖金沢 ‖ ‖福島区

1日目
福島区 ‖ ‖ ‖ ‖一宮JCT ‖ ‖ ‖ ‖白鳥（昼食） ‖ ‖ ‖白川郷
世界遺産「五箇山合掌造り集落」 ‖ ‖黒部IC ‖ ‖宇奈月温泉

2日目
延対寺荘 ‖ ‖立山アルペンルート ‖ ‖美女平 ‖ ‖室堂（昼食）
みくりが池 ‖ ‖立山アルペンルート ‖富山 ‖金沢 ‖ ‖福島区

代表取締役　松本 直樹

立山アルペンルート・
白
川
郷
・
宇
奈
月
温
泉

平成20年度のあゆみ　支部 秋季懇親旅行 秋季懇親旅行 平成20年度のあゆみ　支部

立山アルペンルート・
白
川
郷
・
宇
奈
月
温
泉
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平成19年度  班別懇談会平成20年度  班別懇談会
2班・3班  合同懇談会1班・6班  合同懇談会 4班・5班  合同懇談会
と　き　平成20年10月24日（金）
ところ　がんこ曽根崎本店
参 加　１1社

と　き　平成20年11月12日（水）
ところ　がんこ曽根崎本店
参 加　14社

と　き　平成20年10月31日（金）
ところ　がんこ曽根崎本店
参 加　9社

2班・3班  合同懇談会1班・6班  合同懇談会 4班・5班  合同懇談会

平
成
20
年
8
月
30
日
㈯

参
加
者　

35
名

ホ
テ
ル
阪
神

経
営
教
育
委
員
会

　

8
月
30
日
土
P
M
1
：
30
か

ら
、ホ
テ
ル
阪
神
で
緑
陰
講
座
。参

加
人
数
は
35
名
。今
回
は
、経
営
教

育
委
員
会
の
吉
森
委
員
の
紹
介
で

㈱
サ
イ
ガ
専
務
の
雑
賀
清
治
郎
氏

に
講
演
し
て
頂
く
。テ
ー
マ
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
も
あ
り
、8
月
に

中
国
で
開
催
さ
れ
た
と
言
う
こ
と

も
あ
り
、中
国
の
諸
事
情
、特
に
起

業
す
る
上
で
の
秘
話
を
交
え
て
、中

国
上
海
で
の
起
業
を
講
演
し
て
頂

く
。実
際
、雑
賀
専
務
は
大
変
な
苦

労
を
し
て
中
国
で
起
業
し
て
成
功

さ
れ
て
い
る
方
な
の
で
、ナ
マ
の
声
が

聞
け
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。特

に
、役
所
と
の
関
係
の
取
引
上
の
ウ
ラ
話
、他
で
は
聞
け
な
い
話
を
さ

れ
て
、大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。中
国
は
ば
か
デ
カ
イ
国
で
し
た
。

講
演
後
、谷
口
副
会
長
よ
り
、協
賛

会
社
4
社
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

・
宗
次
さ
ん
が
紙
芝
居
の
英
語
教

材・丸
楽
紙
業
さ
ん
が
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
で

箔
な
ど
特
殊
紙
出
力

・エ
ン
ゼ
ル
ピ
ッ
ク
さ
ん
が
オ
リ
ジ
ナ

ル
紙
コ
ン
ケ
ラ
ー
で
の
封
筒

・ハマ
ダ
印
刷
機
械
さ
ん
が
マ
イ
ク
ロ

ミ
シ
ン
、封
筒
チ
ラ
シ

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。さ
ら
に
㈱
サ
イ
ガ
の
田
中
部
長

よ
り
、同
社
の
製
品
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、P
M
3
：
30

よ
り
、ホ
テ
ル
阪
神
自

慢
の
天
然
温
泉
で
汗
を

流
し
、P
M
4
：
30
よ

り
講
師
も
交
え
て
懇
親

会
。和
洋
の
フ
ル
コ
ー
ス

料
理
に
舌
鼓
。楽
し
い

お
い
し
い
時
間
を
過
ご

し
、P
M
7
：
00
に
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
緑
陰
講
座
は

「
都
会
の
オ
ア
シ
ス
」と

い
う
テ
ー
マ
で
都
会
の
ド

真
中
で
癒
し
を
堪
能
し

ま
し
た
。

（
経
営
教
育
委
員
会
）

ら加育㈱に
講

ン
ピ

中も業国く労さ
れ

聞

に
、役
所
と
の
関
係
の
取
引
上
の
ウ

れ
て
、大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

講
演
後
、谷
口
副
会
長

、協
賛

そ
の
後
、P
M
3
：
30

よ
り
、ホ
テ
ル
阪
神
自

講師の雑賀清治郎氏

丸楽紙業㈱㈱宗次

ハマダ印刷機械㈱

㈱サイガ 田中部長
の製品紹介

エンゼルピック㈱

緑 陰 講 座 平成20年度のあゆみ　支部
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平成19年度  班別懇談会平成20年度  班別懇談会
2班・3班  合同懇談会1班・6班  合同懇談会 4班・5班  合同懇談会
と　き　平成20年10月24日（金）
ところ　がんこ曽根崎本店
参 加　１1社

と　き　平成20年11月12日（水）
ところ　がんこ曽根崎本店
参 加　14社

と　き　平成20年10月31日（金）
ところ　がんこ曽根崎本店
参 加　9社

2班・3班  合同懇談会1班・6班  合同懇談会 4班・5班  合同懇談会

６時 30 分定刻通り開始された。
参加会社８社並びに松本会長出席にて
小林の司会で松本会長から懇親会の目的
趣旨の説明があり、各会社の営業現状な
どのお話をして欲しいこと、並びに経営
者の夢を語つて欲しいとのことで、荒川
班長の乾杯の発声で開宴された。がんこ
自慢のてっちり鍋を囲み、飲み放題のお
酒と楽しい歓談の後それぞれが語りまし
た。景気等は、現時点では最悪の状況で
あり期待できないが各社それぞれ顧客の
囲い込みをすることを最優先にして究極
はこまめにフェイスツウフェイスのあき
ないが大切であろうという事に落ち着い
た。経営者の夢は歌の上手なＭ氏はホー
ルを借りきってリサイタルをしたい。ま
た絵の素養のあるＭ氏は、旅行をかねて
各地を回わりスケッチ、油絵をゆっくり
仕上げたいとのこと。Ｙ氏はカメラ道を
究めたいとの夢があり、Ｏ氏Ｋ氏はゴル
フがもっと上手になりたいなど各人各様
の夢を語り合い、いつもと違う組み合わ
せの班会合で大いに盛り上がり桝田副会
長の中締め挨拶で無事終わりました。

（小林）

10 月 24 日２・３班別会議ががんこ曽
根崎店で午後６時 30 分から 11 名が集ま
り開かれました。藤室印刷㈱藤室社長の
司会で開会し、最初に松本会長より今回
のテーマは自社ＰＲと基本に帰って「仕
事の交流」を中心に話す事と、本来なら
ＩＴの活用としてホームページ上での仕
事の交流を取り上げるのですがシステム
確立にもう少し時間が必要なので話し合
いの中でお互いのメリットを探したいの
と、自分の「将来の夢」を聞かしてくだ
さいと、三つのテーマで話が進んで行き
ました。各人思い思いに自己の会社のＰ
Ｒや仕事の交流に対する考えや思いをい
ろいろと話して下さいました。又、将来
の夢、会社の事、自分自身の夢といろい
ろな話がでて、二時間半の時間があっと
いう間に過ぎました。不況の出口が見え
ないまま、今年も過ぎようとしています
が、活発な意見が出てここ何年かは厳し
い時間がありますが夢を捨てずにお互い
が頑張り励ます事で不況を乗り切ること
を誓い中締めの後、三々五々、家路につ
きました。

（髙木）

４班・５班の合同懇親会は皆さん開始時間
前に集合されて、遅れることなく予定通りの時
間に始まりました。松本会長のご挨拶の中で、
これからの福島印刷工業会のビジョンや景気
の先行き感などについて話されました。続いて
大島班長の乾杯のご発声のあと、和やかな
雰囲気で懇親会がスタートしました。おいしい
食事を囲み歓談が続く中、各々の会社のＰＲ
や近況報告について順番に自己紹介が進み、
その中で皆さんが会社の従業員の方の雇用
をどうして守って行くか？というような話が多く出
ていたのが印象的でした。やはりこれからは、
景気が冷え込むであろう局面に差し掛かりつ
つあるので、人と人、会社としての一体感など
を意識して経営に挑まれている姿勢が見えて、
お互いに良い刺激になったのではないかと思
います。あと各社様とも苦慮されているのが、ど
うして材料代の上昇を商品代金に転嫁してい
くかということのようです。やはり安売り競争で、
自分の業界の単価を押し下げてきたので、こ
こに来て材料代が上昇しても、なかなかお得
意先様には言いにくいと言うのが販売現場の
本音のようです。この部分に関しては、業界全
体が揃って危機意識を持たないと、どうしても
紙媒体の印刷物のパイが縮む中で、個々の
会社の経営状態を上に向けることは難しそうで
す。少し堅い話を書いてしまいましたが、冒頭
でも申し上げた通り、参加された皆さんが終始
笑顔で懇親会を楽しんで居られたと思います。
中締めの時間になっても話は尽きることなく、店
を出てからも家路に着かなかった一行もあった
ようですが、楽しいひとときが過ごせたことと思
います。最後になりましたが、福印工と印刷業
界の発展を心より祈念します。

（岡本）

平成20年度のあゆみ　支部 班別懇談会
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平成20年11月9日（日）
参加者 43名

　年２回春、秋に開催されているGF会、今年は第７期第８回及び
第９回がレークスワンカントリークラブ及び北六甲東コースにて
行われました。結果は以下の通りです。　
　５月25日　レークスワンカントリークラブ
　　　優勝　　大島欽治　（大島印刷㈱）　
　　　２位　　宮田素次　（日興印刷㈱）
　　　３位　　岡本鈴子　（㈲工栄美術印刷）
　11月24日　北六甲カントリークラブ東コース
　　　優勝　　倉田正治　（倉田印刷㈱）
　　　２位　　中上　誠　（㈱関西共同印刷所）　
　　　３位　　高木茂男　（㈱高木新盛堂）
今年新規加入会員は植村祐喜（㈲植村印刷所）氏です。

（GF会  会計  高木）

GF会 コーナーGF会 コーナー

　恒例のファミリーハイキングを11月9日(日)に行い、19社43名
(大人32名　子供11名)の会員家族が、参加しました。
　天気は、前日の雨が早朝まで続き心配しましたが、集合時間の
9時45分には天候も曇空まで回復しハイキング決行となりまし
た。阪神西宮駅から10時のバスで鷲林寺バス停下車し、鷲林寺
の境内から奥池まで川沿いのコース（約3キロ）を1時間半かけて
山道を歩きました。
　奥池では、先陣組(バーベキュー準備班)と合流し、バーベ
キューをメインに楽しい憩いの場となりました。最後の焼きそば
は、すごく美味しかったことが忘れられません。また、現地では
冷え込みが厳しいのが気がかりでした。そして3時過ぎに現地解
散しました。尚、一部の方は奥池からハイキングコースを下山さ
れたようです。　　　　　　　　　　　　　　　（厚生委員会）

GF会・ファミリーハイキング 平成20年度のあゆみ　支部
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2008年
大阪プリンティングフェスティバル

開催される

賛助会員紹介

2008年
大阪プリンティングフェスティバル

開催される

　

平
成
20
年
10
月
29
日
㈬
午
後
３
時
30
分
か
ら
太
閤
園
に
於
い
て

大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
に
よ
る

「
２
０
０
８
大
阪
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
た
。

　

組
合
員
企
業
の
経
営
者
、
従
業
員
、
関
連
業
界
、
来
賓
ら

2
3
0
名
が
参
加
し
た
。
ま
ず
、
㈱
く
い
だ
お
れ
会
長
・
女
将
の

柿
木
道
子
氏
が
「
道
頓
堀
で
の
60
年
」
の
テ
ー
マ
で
約
１
時
間
半

の
講
演
を
行
っ
た
。

　

柿
木
氏
は
大
阪
道
頓
堀
「
く
い
だ
お
れ
」
創
業
者
の
次
女
で
昭

和
24
年
の
創
業
か
ら
今
年
閉
店
す
る
ま
で
の
親
子
二
代
の
奮
闘
の

様
子
を
『
く
い
だ
お
れ
太
郎
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
生
き
生
き
と
語
っ
た
。

　

表
彰
式
は
、
午
後
５
時
過
ぎ
か
ら
開
催
さ
れ
西
井
理
事
長
が
、

「
ひ
と
つ
の
事
業
所
に
長
年
勤
務
し
、
会
社
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
立
派
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。」と
、
開
会
の

挨
拶
を
述
べ
、
来
賓
の
祝
辞
、
祝
電
の
披
露
の
後
、
表
彰
に
移
り

業
界
功
労
者
表
彰
１
名
、
支
部
功
労
者
表
彰
11
名
、
優
良
従
業
員

表
彰
39
名
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。
今
回
、
福
島
支

部
の
表
彰
該
当
者
は
な
く
見
送
ら
れ
た
。

賛助会員紹介

ハマダ印刷機械株式会社 大阪支店
新賛助会員

大阪市西淀川区御幣島2-15-28
代表取締役　黒岩　啓司

株式会社 シオザワ 関西支社
事業所移転

大阪府東大阪市楠根3-5-34
代表取締役　塩澤　好久

平成20年度のあゆみ　本部 大阪プリンティングフェステバル



12

１
月
23
日
㈬　

三　

役　

会　

中
外
産
業　

７
名　

新
年
互
礼
会
、
総
会
な
ど

２
月
20
日
㈬　

三　

役　

会　

中
外
産
業　

７
名　

19
年
度
決
算
、
20
年
度
予
算
な
ど

３
月
12
日
㈬　

三　

役　

会　

中
外
産
業　

５
名　

役
員
選
考
、
事
業
計
画
な
ど

３
月
26
日
㈬　

三　

役　

会　

中
外
産
業　

５
名　

総
会
、
役
員
選
考
な
ど

４
月
16
日
㈬　

全 

体 

会 

議　

ウ
イ
ス
テ　

24
名　

総
会
な
ど

５
月
14
日
㈬　

特
別
委
員
会　

岩 

田 

屋　

10
名　

各
委
員
会
事
業
計
画
な
ど

６
月
11
日
㈬　
三
役
会
・
班
長
会
議　

岩 

田 

屋　

11
名　

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
、
Ｉ
Ｔ
委
員
会
な
ど

７
月
９
日
㈬　

三　

役　

会　

岩 

田 

屋　

７
名　

会
員
増
強
運
動
、
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
な
ど

８
月
７
日
㈭　

三　

役　

会　

岩 

田 

屋　

７
名　

緑
陰
講
座
な
ど

９
月
10
日
㈬　

三　

役　

会　

岩 

田 

屋　

７
名　

班
別
会
議
、
全
体
会
議
な
ど

９
月
26
日
㈬　

全 

体 

会 

議　

コ
ン
ポ
大
阪　

23
名　

各
委
員
会
報
告
、
行
事
進
捗
状
況
な
ど

10
月
８
日
㈬　

三　

役　

会　

岩 

田 

屋　

７
名　

懇
親
旅
行
、
班
別
会
議
な
ど

11
月
19
日
㈬　

三　

役　

会　

岩 

田 

屋　

７
名　

新
年
互
礼
会
、
全
体
会
議
な
ど

12
月
５
日
㈮　

全 

体 

会 

議　

か
に
道
楽　

25
名　

会
報
寄
稿
依
頼
な
ど

12
月
12
日
㈮　

三　

役　

会　

岩 

田 

屋　

７
名　

新
年
互
礼
会
、
60
周
年
行
事
な
ど

緑青会コーナー・総務だより 平成20年度のあゆみ　支部

総
務
だ
よ
り

総
務
だ
よ
り（
役
員
会
・
委
員
会
・
全
体
会
議
報
告
）

　

日
頃
よ
り
緑
青
会
の
活
動
に
深
い
関

心
と
ご
協
力
を
頂
き
、有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。本
年
度
は
新
規
会
員
も
１
名
増
え
、

こ
こ
数
年
若
さ
と
活
気
が
戻
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。今
後
も
若
い
印
刷
人
の
声
を
中

央
に
届
け
る
懸
け
橋
と
し
て
、緑
青
会
は

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

研
修
旅
行
記

　

七
月
十
二
、十
三
日
に
南
紀
白
浜
方
面

に
研
修
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。当
日
は

天
気
も
良
く
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。一
日
目
は
日
本
で
十
二
番
目
に
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
熊
野
古
道
へ
参
拝

し
ま
し
た
。熊
野
古
道
と
は
、紀
伊
半
島

南
部
に
あ

た
る
熊
野

の
地
と
伊

勢
や
大
阪
・
和
歌
山
・
高
野
及
び

吉
野
を
む
す
ぶ
古
い
街
道
の
総

称
で
、平
安
時
代
か
ら
江
戸
時

代
に
か
け
て
多
く
の
参
拝
者
で

に
ぎ
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
我
々
が
歩
い
た
の
は
、そ
の

中
で
、中な
か

辺へ

路ち

と
呼
ば
れ
る
田

辺
か
ら
本
宮
に
至
る
山
岳
路
で

す
。語
り
部
さ
ん
に
同
行
し
て
、

古
来
の
修
行
の
様
子
を
教
え
て

い
た
だ
き
、い
に
し
え
の
熊
野
詣

に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。熊
野
の

自
然
に
抱
か
れ
、心
身
共
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
。

　

夜
は
会
員
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、エ

ク
シ
ブ
白
浜
に
泊
ま
り
、白
浜
の
お
い
し

い
食
事
に
舌
づ
つ
み
を
う
ち
な
が
ら
、皆

の
親
交
を
深
め
ま
し
た
。二
日
目
は
串
本

に
移
動
し
て
、串
本

ダ
イ
ビ
ン
グ
パ
ー
ク
で

体
験
ダ
イ
ビ
ン
グ
を

経
験
し
ま
し
た
。
初

体
験
の
人
で
も
気
軽

に
楽
し
め
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、昨
日

の
疲
れ
が
残
っ
て
い
た

せ
い
か
、皆
さ
ん
け
っ

こ
う
悪
戦
苦
闘
し
て

い
た
よ
う
で
す
。し
か

し
、経
験
豊
富
な
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
支
え
ら
れ
、日
本
屈

指
の
美
し
い
サ
ン
ゴ
の
海
を
潜
る
こ
と
が

で
き
、い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。水
着

と
タ
オ
ル
さ
え
用
意
す
れ
ば
Ｏ
Ｋ
な
の

で
、興
味
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度
体
験
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

二
月
に
は
大
印
工
組
主
催
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
勉
強
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。老
若
男
女
、障
害
者
、健
常
者

の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、誰
も
が
使
い
や
す

い
、見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の
勉
強
会
で
す

の
で
、多
数
の
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
緑
青
会
会
長
）

　
平
成
20
年
度
の
活
動

５
月　

総　
　

会　
「
石
和
川
」

７
月　

研
修
旅
行　
「
南
紀
白
浜
」

８
月　

大 

青 

協

　
　
　
　
　
「
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
」

12
月　

忘 

年 

会　
「
は
せ
川
」

新
入
会
員
紹
介

事
業
所
移
転

　

大
阪
福
島
印
刷
工
業
会
は
、会
員
増
強
に
努
め
、左
記
４
社
の
新
入
会
員
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

株
式
会
社 

ラ
イ
フ

　
　

代
表
者　

倉
橋　

哲
夫  

様
／
大
阪
市
北
区
大
淀
中
2
ー
11
ー
15

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紹
介
者　

ヒ
カ
ミ
写
真
製
版
㈱ 

西
田
氏
）

成
協
印
刷
株
式
会
社

　
　

代
表
者　

長
瀬　

直   

様
／
大
阪
市
北
区
中
津
5
ー
２
ー
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紹
介
者　

㈱
ロ
ン
ド
工
房 

荒
川
氏
）

有
限
会
社 

エ
フ
ピ
ー

　
　

代
表
者　

福
井　

靖
明  

様
／
大
阪
市
福
島
区
海
老
江
4
ー
3
ー
7

　
　
　
　
　

                                  

（
紹
介
者　

中
外
産
業
㈱ 

徳
田
氏
）

久
留
米
印
刷
株
式
会
社 

大
阪
営
業
所

　
　

代
表
者　

熊
丸　

重
光  

様
／
大
阪
市
北
区
豊
崎
２
ー
１
ー
９  

Ｇ
＆
Ｒ
ビ
ル
５
０
２

　
　
　
　
　

                                  

（
紹
介
者　

谷
口
印
刷
紙
業
㈱ 

谷
口
氏
）

サ
ン
ケ
イ
総
合
印
刷
株
式
会
社

 　
　

〒
５
５
４
ー
０
０
１
２　

大
阪
市
此
花
区
西
九
条
2
ー
14
ー
６

新
入
会
員
紹
介

事
業
所
移
転

へ・

と・

へ・

と・

に
な
っ
た

　
　
　

体
験
ダ
イ
ビ
ン
グ


